
D
E

S
IG

N
A

R
T

TO
K

Y
O

 2024
R

E
P

O
R

T
D

E
S

IG
N

A
R

T
TO

K
Y

O
2024

報
告
書



t
design & art festival 2024

m
info@designart.jp

w

designart.jp/designarttokyo2024/

CONTENTS
目次

04-09

10-11

18-21

22-25

2. CONCEPT
コンセプト

3. RECORD
実績

EXHIBITIONS
展覧会

OFFICIAL EXHIBITIONS
オフィシャルエキシビジョン

12 OFFICIAL PROGRAMS
オフィシャルプログラム

13 AWARDS
アワード

14 EVENTS
イベント

15 SALES RECORD
販売実績

16 OPENING CEREMONY
オープニングセレモニー

17 TOOLS
制作物

ONLINE CONTENT
オンラインコンテンツ

PRESS
掲載実績

26 CREDIT
クレジット



t
design & art festival 2024

m
info@designart.jp

w

designart.jp/designarttokyo2024/

CONCEPT
コンセプト

今年のテーマ

Reframing
～転換のはじまり～

What is DESIGNART TOKYO?
DESIGNART TOKYOとは

「INTO THE EMOTIONS ～感動の入口～」を
コンセプトに、2017年にスタートした日本最
大級のデザイン＆アートフェスティバル。
世界屈指のミックスカルチャー都市である東京
を舞台に、世界中からインテリア、アート、
ファッション、テクノロジー、フードなど、多
彩なジャンルをリードする才能が集結し、都内
各所で多彩な展示を開催します。

各展示を回遊しながら街歩きが楽しめるこのイ
ベントは、気に入ったらその場で購入可能な作
品が多いのも大きな特徴。また会期中、国内外
のクリエイティブ関係者が交わることで想像を
超えた化学反応が生まれ、新しいプロジェクト
に発展したり、期待のホープが世の中に羽ばた
くきっかけになることも少なくありません。

サスティナビリティが常識になり、「つくる責
任 つかう責任」が問われるなか、クリエイ
ティブなものづくりは、これからの社会を支え
る原動力です。日々の暮らしに、長く愛せるデ
ザイン＆アートで潤いを。東京の街全体が
ミュージアムになるDESIGNART TOKYOは、
そんなかけがえのない出会いや感動をボーダー
レスにつないでいきます。

主催
DESIGNART TOKYO 実行委員会

期間
2024年10月18日（金）～27日（日）

参加者団体
国内外から集まるデザイナー、アーティスト
プロジェクト、ブランド、企業、ショップ
ギャラリー、美術館など

ターゲット
国内外から東京に集まる流通関係者、企業、
バイヤー、 プレス関係者、デザイン、アート
などに関心のある一般消費者、学生など

表参道・外苑前・渋谷・原宿・六本木・広
尾・銀座、東京などに位置する96箇所（117
出展者）の商業施設やインテリアショップ、
ギャラリーなど

Outline
開催概要

Venues
会場

オフィシャルエキシビジョン Reframing
page: 2.

Photo: Usami Ryo
Photo: Nacása & Partners
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RECORD
実績

過去最大規模となる117の多彩なプレゼンテーションが集結した10日間。
来場者数はのべ22万人を記録。

SNSフォロワー属性 *数値はInstagram

来場者数 Web&SNSコンテンツ メディア掲載数

のべ約227,000人 約161万ビュー
(8月3日～11月10日実績)

601記事
(11月13日時点 )

会場数 出展者数 参加クリエイター＆ブランド数

96会場 117組 約260名

マッチング数 45組

オフィシャルポスター発行部数 300部

オフィシャルガイドマップ発行部数 30,000部

・PR動画制作（YouTube、Instagramなど）
・オンラインマップ（Google Map)

・Instagramリポート（Instagram）

・ギフトキャンペーン（デジタルスタンプラリー・SNSハッシュタグ投稿）

性別

男性
48.4%

女性
51.6％

page: 3.

実施オンラインコンテンツ

性別 年代

18歳-24歳 6.3%55歳-64歳 6.5%

25歳-34歳 32.5%

35歳-44歳 32.8%

45歳-54歳 32.8%
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EXHIBITIONS 
PLAN A
出展者プランA

展示場所と作品の両方をご用意いただいた出展者

VENUE & 
ARTWORK＋

Hana-arashi by nendo
at Paola Lenti Tokyo

落合陽一個展「昼夜の相代も神仏：鮨ﾇﾙ∴鰻ﾄﾞﾗｺﾞﾝ 」
at BAG-Brillia Art Gallery-

The Conran shop Marunouchi
INSPIRATIONS for the NEXT

page: 4.

LIONRUGS × KAORUKO
at ライオンラグス青山
ペルシャ絨毯専門店であるライオンラグスが現代アーティストKAORUKOと
コラボレーション。今回の為に制作した最新作や彼女の作品から制作された
ペルシャ絨毯を初公開した。

Paola LentiによるMottainai（もったいない）プロジェクトの第2章。
NendoがPaola Lentiの自社開発ファブリック「Maris」の端材を使用し、
新たなコレクションを展示。

メディアアーティスト落合陽一による個展。落合氏が長年追求してきた
デジタルネイチャー・計算機自然という哲学体系を基盤に時間と空間の
循環的な性質を探求する展覧会となった。

Takram
Takramのプロダクトデザインとその裏側 at SAS
デザイン・イノベーション・ファームTakramは、数あるプロジェクト
の中からプロダクトのデザインに焦点を当て、実際の製品とともにその
デザインの裏側を公開。

4名のデザイナーと、アジア・日本らしい現代的な家具作りを目指し新
たな活動を開始。本展は新しい商品開発への礎となる、INSPIRATIONS
を紹介する展示となった。

The First 130 - Furnitures in Space –
at ISSEY MIYAKE GINZA / 442 3F
Magna Rectaによる130（One-Thirty）は特有の格子状の構造を利用した
新しい表現のテーブル、チェア、天井照明をISSEY MIYAKE GINZA / 442
で特別展示を行った。

Photo: KOHEI YAMAMOTO 

Photo: Nacása & Partners
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PLAN A EXHIBITORS
プランA 出展者

page: 5.

sync株式会社
株式会社インターオフィス（Knoll Japan）
株式会社インターオフィス (MUUTO STORE TOKYO)
株式会社 Stellar＆Co. （Steller Works）
ソニーグループ株式会社
株式会社ジョンソンホームズ (blocco)
(株)カッシーナ・イクスシー
平田椅子製作所
株式会社アクタス（青山店）
株式会社アクタス（丸の内店）
株式会社KOMA
株式会社NODA Japan（AREA Tokyo）
株式会社NODA Japan（Roche Bobois TOKYO）
株式会社トゥルー（MAHO KUBOTA GALLERY）
株式会社LIXIL
株式会社リッツウェル
パナソニック株式会社
株式会社ドラフト
反甫心映
Vitra株式会社 (Artek Tokyo)
YASUAKI MATSUURA
株式会社ウェルカム（HAY）
株式会社ウェルカム（CIBONE）
株式会社乃村工藝社
en one tokyo inc. (Gallery Common)
バリュエンスジャパン株式会社
THE BATHROOM PROJECT
株式会社IMCF
KEF
株式会社ヤマダデンキ (Poltrona Frau)
Prada Japan Co., Ltd.
Otherwise Gallery
株式会社センプレデザイン
株式会社ライオンラグス
株式会社FFJ (FLEXFFORM)
アルフレックスジャパン（Molteni&C）
Cosentino Japan
VCUarts Qatar
富士フイルム株式会社
株式会社Design Do
株式会社Takram Japan
Creative リトアニア
株式会社オカムラ

dotcom Japan株式会社
セイコーウオッチ株式会社
Levi Strauss Japan 
トリーバーチジャパン（渋谷パルコポップアップ）
トリーバーチジャパン（銀座店）
100BANCH
石倉亜聖
The Chain Museum (アートかビーフンか白厨）
HYBE Design Team
株式会社プレステージジャパン (Time & Style) 
CANUCH Inc.
株式会社アトランティックカーズ (Paola Lenti)
パブリック株式会社 (arti)
ビービーメディア株式会社
IROCO Design
ヤマハ株式会社 デザイン研究所
杉田エース株式会社 (PATIO PETITE)
㈱DNPアートコミュニケーションズ (ギンザ・グラフィッ
ク・ギャラリー)
エルメスジャポン
株式会社MAGANARECTA
㈱松屋
株式会社STUDIO KAZ
大蔵山スタジオ株式会社（ザ・ギャラリー東京）
東京建物株式会社（BAG-Brillia Art Gallery-）
USM U. シェアラー・ソンズ株式会社
Apple
株式会社コンランショップジャパン（丸の内店）
株式会社コンランショップジャパン（アースガーデン）
東京ステーションギャラリー
株式会社髙島屋
日本製鉄株式会社
株式会社MAKE AND SEE（EDITRA）

計：76組
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EXHIBITIONS 
PLAN B
出展者プランB（または会場協賛）

page: 6.

at GROHE 赤坂ショールーム

at TOKYO MIDTOWN
ドイツのモダンジュエラーNIESSINGとクリエイティヴユニットKIGIが手がける
アイウエアブランドTWOFACEは、双方のデザイン哲学の中にあるバウハウス
よりインスピレーションを受けた革新的なコラボレーションを実現。

プレミアム水栓金具ブランドGROHEのインスピレーションの源でもある
「水」に着想を得て、ガラス作家、安藤里実は「〇〇〇」と「Puddle」の2つ
のガラス作品により幻想的な水の世界観を表現。

at 西武渋谷A館 1階ショーウィンドウ
現代アート作家MARINO.の作品とNOI STUDIOが原画をもとに派生させたAIに
よる生成画像を展示し、未来のアートのあり方や可能性を表現。

at foundation
今年7月にオープンした3rd.incが運営するギャラリースペースfoundationにて、
池部ヒロト(UNDER 30)とYU WATANABEの2組が、それぞれに共通する日本古
来の産業文化を独自の視点で研究し、新たな可能性を引き出す作品展示を行う。

Photo: KOHEI YAMAMOTO 

Photo: Nacása & Partners

VENUE ONLY
展示会場をご用意いただいた出展者
会場協賛により展示会場をご提供いただいた会場
*DESIGNARTのマッチングコーディネートにより展示が実現

DESIGN TOUCH 2024のテーマ「つむぐデザイン-Weaving the Future-」に寄
り添うクリエイターとして、今年のUNDER 30に選出された竹下早紀、AAAQ
に加え、若田祐輔の3組を紹介し、ガレリア２Fの各スペースにて展示。

竹下早紀

at ニーシング青山

池部ヒロト

at Common
デザインファームTHATが2021年の設立からこれまでに開発してきた製品およ
び新作をCommonの空間に合わせて一堂に展示し、朝昼夜それぞれの時間帯を
カフェと共に楽しめる演出を行った。
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PLAN B EXHIBITORS
プランB（または会場提供）出展者

page: 7.

東京ミッドタウン（ガレリア2F Aēsop前）
東京ミッドタウン（ガレリア 2F ぺラフィネ前）
東京ミッドタウン（東京ミッドタウン ガレリア 2F ぺラフィネ横）
GROHE赤坂ショールーム
ニーシング青山
seeen B1F
TIERS GALLERY
スパイラル エスプラナード （スパイラルM2F）
リノベる。b1.
西武渋谷店A館 1階 ショーウインドウ
西武渋谷店 A館７階 EVENT HALL
西武渋谷店 B館3階（コンポラックス売場）
文喫
Common
foundation
AXIS Building B1F-B111
AXIS Building B1F-B121
AURAS 東京
AXIS Gallery
日比谷OKUROJI［front of H03］
日比谷OKUROJI［H05］
日比谷OKUROJI［G13］
日比谷OKUROJI［G14］
日比谷OKUROJI 2Fイベントスペース
三井住友銀行東館1F アース・ガーデン
JR高架下スペースNo.32 (大手町)
景色／Keshiki

計：27組
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EXHIBITIONS 
PLAN C
出展者プランC

ARTWORK ONLY
作品のみをご用意の出展者

マッチングにより展示を実現

page: 8.

JOINT EXHIBITION: WOODWORK
at AXIS GALLERY

NEORT
at JR高架下スペースNo.32 (大手町)
長く閉鎖されていた高架下スペースを活用した3人のデジタルアーティストに
よるグループ展。

STRAFT
at KESHIKI

UNDER30に選出されたSTRAFTは稲藁を使った作品「NEST」を展示。稲作
によって形成された日本人の潜在的な自然観を現代に投影することを試みた。

Photo: KOHEI YAMAMOTO 

Photo: Nacása & Partners

進化する技術とデザインにより新たな「木」の可能性を感じる場として7組のク
リエイターおよびメーカー出展者を集めた初の試みとなる合同展。

池部ヒロト

CYUON / 小川直人 （乃村工藝社）
at 日比谷OKUROJI (H05前)

NOMADIC COLLECTIVE
at リノべる。B1.
4人のインハウスデザイナーにより結成されたNOMADIC COLLECTIVEが目指
すプロダクト作品との親和性の高い企業のオフィス空間を活用した展示。

粉体塗装によるグラデーション技術と耐久性の高い素材の魅力や特性を活かし
て、半屋外の高架下スペースにて展示。

TOYOTA 構造デザインスタジオ
at Seeen B1F
車に使用されるガラスや素材のやリサイクルを考察。TAKT PROJECTが
空間デザインを担当し、素材の自由で多面的な変容性を展示した。

Photo: Usami Ryo
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PLAN C EXHIBITORS
プランC 出展者

page: 9.

TOYOTA構造デザインスタジオ
FARM AND BUILD
HOJO AKIRA STUDIO
川本真也
PULSE
タジマ工業株式会社（&T）
NOMADIC COLLECTIVE
MARINO.
慶應義塾大学 中西泰人研究室
共和鋼業株式会社（X-lab）
株式会社TCD
株式会社THAT
AAAQ
竹下早紀
若田勇輔
YU WATANABE
池部ヒロト
大蔵山スタジオ株式会社
野原グループ株式会社 (WhO)
PLOW DESIGN
CONSENTABLE
株式会社 iwakagu
株式会社マルホン
ODS / 鬼木デザインスタジオ
山本真也
タカスガクデザインアンドアソシエイツ（TGDA+639）
Kaibaデザインノード株式会社（tossanaigh）
有限会社シリウス（CYUON × 小川直人/乃村工藝社）
株式会社HONOKA.lab（Aqua Clara × HONOKA）
ユカイ工学株式会社
AZUMA plywood.co.,ltd（COLOR and WONDER）
大地漠
東京大学生産技術研究所 DLX Design Lab
日の出工芸株式会社（HINODE / cmyk吉里謙一）
matsuri technologies株式会社
TOMOMI YOKOYAMA DESIGN
株式会社NU（tsumichara）
NEORT株式会社
Straft

計：39組
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参加クリエイター（18組）：ARKO / Ben Storms / Human Awesome Error / 中村弘峰 / Jiabao Li / India Mahdavi / José Zanine Caldas 

長谷川 絢 / 平澤賢治 / Kenji Hirasawa and Yoshiki Masuda / Marion Baruch / みょうじなまえ/ nendo / nor / 舘鼻則孝 / ryo kishi / STUDIOPEPE  

The TEA-ROOM

OFFICIAL EXHIBITION
オフィシャルエキシビジョン

Reframing 展

Photo: Nacása & Partners

DESIGNART TOKYO 2024のメインテーマ「Reframing～転換のはじまり～」をもとに、アート、デザイン、テクノロジー、工藝
の各分野のエキスパートがキュレーションを担当。従来の枠組みにとらわれず、別の視点から見つめ直すことで、ジャンルを超え
たクリエイティブ表現が来場者に新たな気づきをもたらし、それぞれの視点の拡がりが生まれる鑑賞体験を提供しました。4人の
キュレーターにより18組のクリエイターの作品を展示。伝統工芸からメディアアートまで幅広い作品群で「Reframing」の概念を
表現しました。空間デザインはHYBE Design Teamが担当し、什器にはスタイレム瀧定大阪株式会社が展開する、ポリエステル繊
維をリサイクルした新たな素材「TUTTI®（トゥッティ）」を使用し、無垢や塊の状態で再生素材を用いるというアイデアをかたち
にしました。

キュレーター：
金澤韻（アート） 現代美術キュレーター / コダマシーン / アーティスティックディレクター
立川裕大（工藝） 株式会社 t.c.k.w / 伝統技術ディレクター
青木竜太（テクノロジー） 芸術監督 / 社会彫刻家 
川合将人（デザイン）  インテリアスタイリスト / スペースデザイナー / BUNDLESTUDIO Inc. 代表 

協賛

主催：DESIGNART TOKYO 実行委員会(株式会社デザイナート) 
助成：公益財団法人東京都歴史文化財団アーツカウンシル東京【芸術文化魅力創出助成】
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JOIN EXHIBITON : WOODWORK at AXIS GALLERY

JOINT EXHIBITION
合同展示

page: 11.

三井住友銀行東館 1F アース・ガーデン

「木」をベースに作品づくりを行うデザイナーやブランドによる合同展示

参加出展者（7組）：CONSENTABLE / iwakagu / MARUHON / ODS ¦ Oniki Design Studio / 山本真也 / TGDA+639 / tossanaigh

DLX Design Lab / HINODE, cmyk吉里謙一 / matsuri technologies creative 
unit / The Conran Shop, N.HOOLYWOOD / TOMOMI YOKOYAMA 
DESIGN  / tsumichara 参加出展者（6組）

TIRES GALLERY
FARM AND BUILD / HOJO AKIRA / 川本 真也 / PULSE
参加出展者（4組）

Photo: KOHEI YAMAMOTO 
Photo: Usami Ryo
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OFFICIAL PROGRAMS
オフィシャルプログラム

OFFICIAL CHAMPAGNE
Perrier-Jouët

OFFICIAL CAR
VOLVO EX30

page: 12.

今年もDESIGNART TOKYOのオフィシャルシャンパーニュとして、 200年余の歴史を誇る至高のシャンパーニュメゾン、ペリエ ジュエ
が開催に華を添えました。開催初日のオープニングパーティーでは500名以上の関係者がクリエイターと交流をしながらシャンパンを楽
しみました。

Photo: Nacása & Partners

Photo: Usami Ryo

DESIGNART TOKYO 2024のオフィシャルカーとして、DESIGNART TOKYO 2024のロゴをラッピングしたVOLVOのEX30が展示さ
れました。 EX30は、ボルボ史上最もコンパクトなSUVの電気自動車で、内外装の素材には環境に配慮した再生素材が多く使われ、デ
ザインへの関心度の高い来場者へ向けてのアプローチとなりました。
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AWARDS
アワード

UNDER 30

page: 13.
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プロダクトデザイナー/プロデューサーの都淳朗・UIデザイナーの太田壮による
クリエイティブ・ユニット。AAAQは“Answer(答え)を作って作って作って、新
しいQuestion(問い)を生む“というフィロソフィーのもと、感性と研究に基づく
制作を行っている。

武蔵野美術大学工芸工業デザイン学科卒。ものと人と空間の関わりをテーマと
し、素材に触れながら手で作り考えることを大切にしている。本展ではバルサ
材を染色、200度近い熱風を当てて色を変化させ、グラフィカルに展開した作
品「Eeyo(イーヨー)」を発表。

テキスタイルアーティスト/デザイナー。「布」という存在を民族の内包する
文化、習慣、信仰などが蓄積された“やわらかな化石”と捉え、独自の実験
的なアプローチによるテキスタイルデザイン、アートワークの制作を行う。

Tamaki IshiiとKazuma Yamagamiによるクラフトユニット。東京造形大学イ
ンダストリアルデザイン専攻を卒業。お米を収穫した後に残る稲わらを主な
素材として扱い、伝統的なスタイルに現代的な感覚を取り入れた作品を制作
している。

AAAQ | Visible Stress

竹下早紀 | Eeyo

Hiroto Ikebe | COCOON ANOTOMY

Straft｜Nest

HOJO AKIRA | Is that structure essential?

Photo: Usami Ryo
Photo: KOHEI YAMAMOTO 

2018年より継続している若手クリエイター支援制度「UNDER 30」。今年もDESIGNARTの発起人たちが独自の視点で将来を期待され
る30歳以下のクリエーターを選出。多くの応募の中から選出されたデザイン・アート界の明日を担う受賞者の展示は話題となりました。

金沢美術工芸大学卒業。現在はインハウスデザイナーとして勤務しながら、
個人活動もおこなう。マスプロダクトを中心にデザインを行うことが多いこ
とから、軸足を量産に置くことで感じる利点と違和感を分解・再構築し、構
造や接合方法に焦点を当てたプロダクトを提案。



t
design & art festival 2024

m
info@designart.jp

w

designart.jp/designarttokyo2024/

EVENTS
イベント
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DESIGNART TOKYO 2024の会期中にはさまざまな関連イベントを開催。出展者が主催のトークイベントやパーティーなども多く
開催され、来場者との交流の場となり、フェスティバルを盛り上げました。

DESIGNART TOKYO× DESIGN TOUCH Talk salon
at 東京ミッドタウンインターナショナル・デザイン・リエゾンセンター

昨年よりDESIGN TOUCHと協業で行うトークイベントには平日にも関わらず、約
200名の申し込みがあり、注目度の高いイベントとなりました。

10/24 11:30～ 【1】革新するブランディング
登壇者：
田川欣哉（Takram 代表）
細尾真孝（株式会社細尾 代表取締役）
モデレーター：木田隆子（デザインジャーナリスト）

10/24 18:00～ 【3】Reframing ～転換のはじまり～
登壇者：
金澤 韻（現代美術キュレーター／コダマシーン／アーティスティックディレク
ター）
川合将人（BUNDLESTUDIO Inc. 代表／インテリアスタイリスト／スペースデザ
イナー）
青木竜太（芸術監督・社会彫刻家）
立川裕大（株式会社 t.c.k.w／伝統技術ディレクター）

モデレーター
谷本有香（Forbes JAPAN 執行役員 Web編集長）

PechaKucha Night × DESIGNART TOKYO Special 
at THE CORE KITCHEN/SPACE

10/22に行われたPechaKucha NightはDESIGNART TOKYO Specialとして、U30
の選出者であるSTRAFTが登壇。さらに、出展者であるSONYグループクリエイ
ティブセンター、KEFとコラボレーションをおこなったマイケル・ヤングなど、多
彩なクリエイターが参加し、アイディアや思考方法を共有する有意義な時間となり
ました。

© Brian Scott Peterson

Today at Apple
at Apple 丸の内

10/22にApple 丸の内にて、DESIGNART TOKYO代表の青木昭夫と、芸術と科学
技術の融合による創作活動を探究する青木竜太によるトークセッションが行われま
した。今年のテーマは「Reframing -転換のはじまり-」。新たな発想を生み出す重
要な要素と、それが社会に与える影響について語りました。自身の視点を再構築し
て、未来へのチャンスを発見するヒントが詰まったセッションになりました。
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総額 約2,300万円 （10月18日～10月27日の期間）

SALES RECORD
販売実績

MUUTO 

nimble art "DESART" at 文喫

松屋銀座 デザインコレクション

LIONRUGS × KAORUKO

Paola Lenti

page: 15.

新作インテリアや、クリエイターとコラレーションした作品の発表など、DESIGNART TOKYOの期間のみに販売されるものもあり、
購買意識の高まりが売り上げに繋がりました。また今年もオンライン決済や独自のECサイトを利用し積極的に販売を行う出展者も多く
みられ、展示だけでない活用方法の広がりを感じることができました。

Photo: KOHEI YAMAMOTO 
Photo: Nacása & Partners
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OPENING CEREMONY
開会式

DESIGNART TOKYO 2024 開幕
10月18日（金）at ワールド北青山ビル

10月18日（金）の初日には、オフィシャルエキシビジョンの会場であるワールド北青山ビルにて、メディア関係者を対象として

オープニングセレモニーを開催しました。DESIGNART TOKYO発起人代表としてAstrid Kleinからのテーマの説明、キュレーター

からはReframing展の出展作品の説明など、国内外のメディア合わせて約90名が参加し、10日間のフェスティバルの幕開けとなり

ました。

page: 16.

Photo: Usami Ryo
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OFFICIAL GUIDEMAP

TOOLS
制作物

INFORMATION CENTER

OFFICIAL SIGNAGES
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OMOTESANDO / GAIENMAE / HARAJUKU / 

SHIBUYA / ROPPONGI / HIROO / GINZA / TOKYO

OMOTESANDO / GAIENMAE / HARAJUKU / 

SHIBUYA / ROPPONGI / HIROO / GINZA / TOKYO

OMOTESANDO / GAIENMAE / HARAJUKU / 

SHIBUYA / ROPPONGI / HIROO / GINZA / TOKYO

OMOTESANDO / GAIENMAE / HARAJUKU / 

SHIBUYA / ROPPONGI / HIROO / GINZA / TOKYO

「Reframing ～転換のはじまり～」のテーマに合わせ、4種類のキービジュアルをフォトグラファーの小川真輝とともに制作。ガイド

マップやポスター、Webサイトなどへ幅広く展開しました。A4サイズ、全24ページのガイドマップは事務局の注目する展示をハイライ

トで紹介。またUNDER 30やオフィシャルエキシビジョンの紹介など、厳選した情報を掲載しました。

別紙のマップは全出展者の展示基礎情報を掲載。ガイドマップは3万部を発行し、各展示会場のほか都内各地の商業施設など約200ヶ所

で配布されました。

今年もワールド北青山ビルにインフォメーションセンターを設置。スタッフがガイドマップ等の配布、ご案内業務をおこないました。

出展者のDMやメディアパートナーの見本誌なども

配架しました。

来場者への目印としてポスター、カッティングシート、

サインスタンドを配布。また、デジタルスタンプラ

リーのQRコードスタンドも各出展者へ配布しました。
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ONLINE CONTENT
オンラインコンテンツ

各種SNSでは多くの出展者の情報がフォロワーに届くように、フォーマット化したクリエイティブ、計画性をもった投稿を徹底し、

来場を促すための情報発信を強化。エリアごとでの出展者のハイライトなどもおこないました。また、昨年より導入したデジタルス

タンプラリーは継続しておこない、会場間の来場者の送客効果向上、出展者と来場者のコミュニケーションを増やすことでフェス

ティバル全体を盛り上げました。

OFFICIAL WEB SITE
出展者情報、クリエイターやブランドのプロフィール、イベント情報などはもちろん、エリアやタグなどでの検索機能を採用し

、来場者が興味のある展示情報へアクセスしやすいUIを目指しました。トップページには注目展示やコンテンツの画像をスライ

ド掲載し、日毎にローテーションで入れ替えを行うことにより、繰り返しの閲覧でも新しい出展者画像が表示され、よりビジュ

アルに訴える構成となりました。

DESIGNART TOKYO 2024 イベントサイト ページビュー数：約205,800 PV
(8月3日～11月10日実績)

page: 18.

Design : RANA UNITED
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ONLINE CONTENT
オンラインコンテンツ

OFFICIAL SOCIAL MEDIA

Instagram （16,763 follower） Facebook（6,455 follower） Twitter（2,182 follower）
リーチ / インプレッション 129,413 / 1,149,479

フィード 314投稿

ストーリー 266投稿

新規フォロワー ＋3,903

インプレッション 223,300

フィード 258投稿

新規フォロワー ＋413

page: 19.

DESIGNART TOKYOの公式SNSアカウントでは、全出展者の展示紹介、イベント、メディアパートナーや協賛企業の紹介など多く

のコンテンツを配信しました。

投稿はジャンルごとにまとめて投稿することでフォロワーが情報へアクセスしやすいクリエイティブを目指しました。

会期中には実際の展示風景をMap No.と連動させて投稿することにより、オンタイムでの情報発信、ガイドマップとの連携をはかり

ました。また、インスタグラムレポートの動画再生は、サムネイルを見直ししさらに再生回数増につながりました。
(数値は全て8月3日～11月10日実績)

インプレッション 32,427

フィード 297投稿

新規フォロワー ＋65
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PR VIDEO

ONLINE CONTENT
オンラインコンテンツ

Instagram REPORT

page: 20.

Instagram REPORT合計リーチ数：166,575リーチ 

Instagram REPORT合計視聴回数：261,904 回

＊Instagram REPORTはDESIGNART TOKYOの公式 Instagramアカウ
ント(@designart_tokyo)よりアーカイブにてご覧いただけます。
＊数値は11月12日現在のものです

Instagramでショートインタビューを発信するInstagramレ

ポートは、70以上の出展者をご紹介しました。

今年のレポーターはDESIGNART代表の青木昭夫、インテ

リアライターの土橋陽子、女優の一ノ瀬結、ブランディン

グディレクターの行方ひさこ、Youtuberのリッキーを起用

し、それぞれの専門分野の目線からクリエイターの制作の

裏側を探るレポートをおこないました。

動画は平均3000回以上の試聴回数となり、多くの展示の中

から来場者が興味ある展示を探すきっかけとなりました。

会期前の予感作りのためのティザー動画や、展示の背景を

語るインタビュー動画を7本制作しました。会期前にSNSを

通じて発信する他、Webサイトへの掲載、会場での展示の1

場面として活用していただきました。
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GIFT CAMPAIGN
例年行っているSNSのハッシュタグキャンペーンに加え、昨年に引き続きデジタルスタンプラリーを実施しました。各展示会場

にQRコードを設置し5ヶ所以上のデジタルスタンプを集めると抽選で豪華商品が当たる仕組みとなり、複数の展示を回遊する

きっかけとなりました。また、SNSでのハッシュタグ投稿に抵抗のある来場者にも気軽に参加でき、来場者が参加方法を選べる

ことから、多くの方にご参加いただきました。

ONLINE CONTENT
オンラインコンテンツ

Google MAP

QRコード設置数 96ヶ所

総参加者数 581人

ギフト応募者 464人

デジタルスタンプラリー参加者数 ハッシュタグSNS投稿数 (#designarttokyo2024)

page: 21.

投稿数 約510投稿

キャンペーン期間

2024年10月18日 ‒ 11月10日
詳しくはこちら   ht tp://designar t . jp/designar t tokyo2024/campaign/

roche bobois
LA CROISIERE

（ジャンポールゴルチエコラボレーションクッション）
1名様

KEF
ワイヤレスヘッドフォンMu7

（チャコールグレー）
5名様

USM
USMハラー ローボードドロップダウンドア

1名様
（15色からお選びいただけます）

MUUTO
Kink Vase
各色1名 計3名様

1. DESIGNART TOKYOのアカウントをフォロー
2. ハッシュタグ#designarttokyo2024をつけて投稿！
     何度でも投稿可能。気に入った展示について、たくさん投稿してください！

1. 展示会場に設置されたQRコードを読み込む
2. 複数の会場を巡って参加条件を満たしたら応募完了！
     専用サイトから参加可能。Map 機能や出展者情報もご覧いただけます。

SNSの投稿で参加 デジタルスタンプラリーで参加

OR

Molteni&C
MOLTENI MONDO

（モルテーニ 90 周年記念本 ）
5名様

page. 10
page.11

 GIFT CAMPAIGN
DE SIGNART TOK YO 2024をもっと楽しもう

  どちらか好きな応募方法で、豪華商品があたる!

      DESIGNART_TOKYO

     DESIGNART_TOKYO

      https://www.facebook.com/designart .jp

Exploring The Conran:
Past, Present, and Beyond
コンランの過去と今を巡る3つの展示

コンランと彼がデザインした「コーン・チェア」、
1952年撮影、レイモンド・ウィリアムズ・エステート蔵
 Photo ©Estate of Raymond Williams / Courtesy of the Conran family

コンランのパターン、デザインによる
1957年の‶ディナープレート
「チェッカーズ」”

バートン・コート自邸内の仕事部屋（2004年撮影） 
Photo: David Garcia

The Conran Shop
ザ・コンランショップ

A home furnishing shop offering a large selection 
of furniture, lighting, home accessories, and gifts 
from around the world, as well as many items 
of exclusive design. It proposes a more fulfilling 
and joyful everyday life through inspiring and 
innovative products and styling.

世界中から厳選した家具や照明、インテリア小
物、ギフトに加え、オリジナルのアイテムも多く取
り揃えるホームファニシングショップです。インス
ピレーションの源や、新しい発見のあるアイテム
とスタイリングを通して、日々の生活をより豊かに
楽しむことを提案しています。

デザインによって現代イギリスの生活文化

に大きな変革をもたらしたサー・テレンス・

コンランが、1970年代にロンドンでスタート

した「ザ・コンランショップ」。ザ・コンラン

ショップによる “セレクトショップ”の概念は、

日本を含む世界中を驚かせ、多くの影響を

与えてきました。

日本に初上陸し、新宿に1号店がオープン

したのは今からちょうど30年前の1994年。

そして2号店は、日本におけるビジネスの中

心地であり、玄関口の役割も担う丸の内の

街を、より創造性豊かにするべくエリア変革

を進め始めた2002年に、丸の内ビルディン

グ内にオープンしました。本国イギリス同様、

日本においても「ザ・コンランショップ」は人々

の生活に寄り添い、その時代にふさわしい

生活の価値を提案し続けています。

DESIGNART TOKYO 2024の期間中、

 「ザ・コンランショップ」にまつわる展示、

展覧会が丸の内・大手町エリアの３会場で開催

されます。ひとつは、東京ステーションギャラ

 リーで開催する展覧会「テレンス・コンラン

モダン・ブリテンをデザインする」（2024年

10月12日～ 2025年１月５日）。創業者、デ

ザイナー、多岐にわたる事業で功績を上げ

たテレンス・コンランの人物像に、300点

以上の作品や資料で迫る展覧会です。

ふたつめは、ザ・コンランショップ 丸の内

店での展示。アジア・日本らしい現代的な

家具作りを目指す新たな活動のスタートに

向けて、4名のデザイナー（工藤桃子・熊

*詳しくはWebサイトまたはデジタルスタンプラリースタートページをご覧ください

谷彰博・藤城成貴・柳沢星良）との商品開

発の礎となるINSPIRATIONSを紹介します。

そして3つめが、三井住友銀行東館アース

ガーデンで開催するDESIGNART TOKYO 

2024サテライト会場での展示。ザ・コンラ

ンショップとN.HOOLYWOODとのコラボ

レーションで新しいスタイリングのかたちを

ご提案します。

3ヶ所で展開する展示を通して、原点を見

つめなおす、受け継ぐ、更新するという、過

去と今と未来を行き交う豊かな視点を持つ

楽しさを感じていただけたらと思います。

The Conran Shop was founded in 

London in the 1970s by Sir Terence 

Conran, who revolutionized modern 

life and culture in the UK through 

design. The Conran Shop’s concept 

of a “select shop” surprised and 

greatly influenced the world, including 

Japan. Its first store in Japan opened 

in Shinjuku in 1994 , exactly 30 years 

ago. The second store opened in the 

Marunouchi Building in 2002, when 

the Marunouchi area, a gateway and 

center of the Japanese business 

landscape, launched its creative 

transformation initiative. As in its 

home country of the UK, The Conran 

Shop in Japan has always offered 

values that reflect the lifestyle of the 

times, standing by the people.

During DESIGNART TOKYO 2024 , 

exhibitions and displays featuring 

The Conran Shop will be held at 

three venues in the Marunouchi 

and Otemachi areas. The first is the 

“Terence Conran: Making Modern 

Britain” exhibition at Tokyo Station 

Gallery (October 12, 2024–January 

5 , 2025). With more than 300 works 

and materials, it will explore the 

personality of Terence Conran, a 

founder, designer, and successful 

businessman in a wide range of fields.

The second exhibition will be held at 

The Conran Shop’s Marunouchi store, 

and will exhibit “INSPIRATIONS” for 

product development in collaboration 

with four designers (Momoko Kudo, 

Akihiro Kumagaya, Shigeki Fujishiro, 

and Sera Yanagisawa), marking the 

beginning of the development of 

contemporary Asian and Japanese 

furniture design.

The third exhibition will be held at 

the satellite venue of DESIGNART 

TOKYO 2024 in the Ea)h Garden, 

Sumitomo Mitsui Banking Corporation 

East Tower. The Conran Shop and 

N.HOOLYWOOD will jointly present a 

new form of styling.

Through the exhibitions in the three 

venues, we would like to share the joy 

of having a multifaceted perspective 

that traverses the past, present, and 

beyond by reexamining the sta)ing 

points, taking them over, and updating 

them.

東京駅周辺の3会場を巡って
テレンスコンラン展の
チケットがもらえる！ 先着 100名様 *

Map 87  
@ザ・コンランショップ 丸の内店 
The Conran Shop INSPIRATIONS for the NEXT

Map 88  
@東京ステーションギャラリー 
テレンス・コンラン　モダン・ブリテンをデザインする

Map 89  
@三井住友銀行東館1F アース・ガーデン
The Conran Shop × N.HOOLYWOOD TEST PRODUCT 
EXCHANGE SERVICE SPECIAL EDITON SOFA

デジタルスタンプラリーに参加して
東京駅周辺の3会場巡ると、先着で100名様に
テレンスコンラン展のチケットをプレゼント！

*チケットはMap.87@ザ・コンランショップ丸の内店で
の受け渡しとなります*詳しい条件はP10よりデジタル
スタンプラリーにご参加ください

東京エリア
  限定ギフト

東京エリア
  限定ギフト

SPECIAL
ARTICLE

GIFT
CAMPAIGN 

Webサイトでは全出展者をマッピングしたグーグルマップを公開

しました。多くの展示会場を効率的に回遊するために活用されま

した。
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掲載数：601記事（新聞 / 雑誌 / WEB / ラジオ / SNS）*2024年11月12日現在

国内外メディアパートナー：20媒体

メディアパートナー

page: 22.

DESIGNART TOKYOのPRチームは、国内外の幅広いメディアパートナーとの連携を深めながら、プレスリリースやSNSを活用して情

報発信を行い、今年は11月12日現在で601媒体に取り上げられ、国内外から注目を集めるフェスティバルとしてさらに評価を高めまし

た。特にUNDER 30は会期前から特集記事が組まれるなど注目を集め、展示への期待感を醸成しました。

会期中は、ジャーナリストやインフルエンサー、デザイナーなどによるSNS投稿が活発に行われ、DESIGNART TOKYO公式アカウン

トからも積極的に発信することで、来場者へのアプローチを強化しました。また、海外メディア関係者も来日し、日本のデザイン・

アート業界へのさらに関心が高まっていることが示され、東京のデザイン・アートシーンの最前線を世界へ発信しました。
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TECTURE MAG
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美術手帖 QUI AXIS
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海外メディア

PRESS
掲載実績
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ラジオ

【番組概要】
番組名：「DIG UP!」

放送日：10月21日（月）18:50-19:00
ナビゲーター：藤田琢己

ONBEAT vol.21

SWITCH 11月号(10/20発売）

Tokyo Midtown DESIGN TOUCH

9 6 9 7O s a k a  A r t  &  D e s i g n  ×  D E S I G N A R T  T O K Y O
クレジットの無い画像はOsaka Art and Design提供
All uncredited photography are from Osaka Art and Design

―第2回目の開催となった「Osaka Art＆Design 2024」は、前年度以

上に盛り上がりましたね。

青木：今回は大阪の街が一体感を持てたなというのが一番の印象

です。大阪は業界内に派閥があったり「キタ」「ミナミ」といったエリア

間の分断があり、一致団結して何かをやることはあまりなかったので

すが、「万博」（2025年大阪・関西万博）という時限装置もあり「ここで

自分たちが頑張らなあかん」という士気が生まれたのだと思います。

百貨店や鉄道会社が中心となって、街なかや電車の吊革に広告を出

したことで、街全体にデザインとアートの波が来ているという空気感

をもたらすことができました。地方創生のカギとなるのは「よそ者、若

者、馬鹿者」と言われますが、笑われるくらいのことをやらないとブレ

イクスルーや感動は生まれません。よそ者で、真面目過ぎなくて、比較

的若い世代の僕らが、大阪の状況打開に携われたことについては非

常に光栄に思っています。来年の「Osaka Art＆Design 2025」では万

博も見据えて各所と調整をしていく予定ですが、関西で行われている

さまざまなアート・イベント、デザイン・イベントも、もっと連携する

べきだと思います。メディアに関しても、関西で行われるイベントを包

括的に発信する媒体はあまりないので、万博に来た海外の人たちの

アクセシビリティ（利用しやすさ）を上げるためにも、情報発信の強

化が重要になると思います。

―青木さんはそもそもどのような思いや経緯で「DESIGNART」を

立ち上げたのでしょうか。

青木：では日本の主なデザインイベントの歴史を確認しながら説明

します。まず1986年にイタリアの見

本市「ミラノ・サローネ」の日本版

として「デザイナーズ・サタデー」

（1997年に「TOKYO DESIGNERS 

W E E K」、2015年 に「TO K YO 

DESIGN WEEK」と改称）が始ま

りました。そして1998年にはイン

ディペンデントなデザインイベン

トの走りである「HAPPENING」が

始まりました。その一方で、IDEE

やE&Yなど資金力のある会社が

中心となって1999年に「TOKYO 

DESIGNERS BLOCK」を立ち上

げ、かなり大胆な発表とか作品

制作を積極的に行ってきました

が、2004年に終焉を迎えました。

それを受けて2005年に、株式会

社ウェルカム（当時はジョージズ

ファニチュア）の代表である横川

正紀さんが発起人となってアドバ

イザリーボードとして迎えた13組の

人に出資を募り、「DESIGNTIDE」

（2008年に「DESIGNTIDE TOKYO」と改称）が誕生しました。僕はこ

のイベントに、その発足当初から2010年までの5年間、実行委員長

として携わりました。この「DESIGNTIDE」は、毎年秋に東京ミッドタ

ウンをメイン会場に開催されていましたが、結局2012年に幕を閉じ

ました（2024年より再開）。「DESIGNTIDE」の 終焉以降、僕も関わっ

た「Any Tokyo」や、「SHOWCASE」といった小さなデザインイベント

は行われていたものの、インディペンデント・シーンを牽引するよう

なパワーのあるイベントは生まれませんでした。そうした流れの中で、

2016年の「TOKYO DESIGN WEEK」で、5歳の男の子が焼け死ぬと

いう火災死亡事故が起きました。僕自身にも5歳になる息子がいたの

で非常にショッキングな出来事でしたが、その頃は他にも2020年東

京オリンピック・パラリンピックのエンブレムに関する盗作疑惑問題

や、新国立競技場の建設をめぐる問題などもあり、デザイン業界が世

間から不審な目を向けられている時期でした。そうした流れを変え、

デザインやアートがもたらす喜びを人々に届ける新たな場を作る必

要があることは明らかでしたが、誰も動く気配はありませんでした。そ

んな状況の中で「もう自分たちでやるしかない」と考えた僕は、仲間た

ちに出資を募り、それに応えてくれた5人（川上シュン、小池博史、永田

宙郷、アストリッド・クライン、マーク・ダイサム）が100万円ずつ出し

合い500万円の資本金で始めたのが「DESIGNART TOKYO」なので

す。

最初のプレス発表会で申し上げたのですが、僕たちはこれを「現代の

アーツ&クラフト運動」だと位置づけました。言うまでもありませんが

「アーツ&クラフト運動」とは、産業革命後、大量生産によって安価だ

聞き手・文= 藤田博孝　
interview & edit : Hirotaka FUJITA

Akio AOKI Interview &  Report
青木昭夫　インタビュー＆レポート

DE S IGNARTの新たな展開として大阪で昨年スタートしたイベント 「O s a k a  A r t  &  D e s i g n  」が、
今年も好評の内に幕を閉じた。そして、アート、デザイン、インテリア、ファッションなどが東京都内各所で多彩な

プレゼンテーションを開催する日本最大級のデザイン&アートフェスティバル「DE S IGNART  TOKYO」が、今年は 
「Re f r a m i n g ~転換のはじまり～」をテーマに開催される。DE S IGNARTの代表・青木昭夫氏に話を聞いた。

“DE SIGNART TOKYO,” Japan's largest design and art fest ival, wil l be held under the theme of 

“Reframing– the Beginning of a Shift” this year. In addit ion, this year ’s “Osaka Art & Design”,  a new init iat ive that 

DE SIGNART launched last year in Osaka, ended  successful ly. We inter viewed Akio Aoki, CEO of DE SIGNART.

OSAKA ART & DESIGN

会場風景：「Osaka Art & Design 2024」　GREENSEED　2024年
Installation view: “Osaka Art & Design 2024”, GREENSEED,  2024

DESIGNART TOKYO
×

青木昭夫インタビュー

展示風景：「NUNO （須藤玲子） / we+」　高島屋大阪店　2024年
Installation View: “NUNO （Reiko SUDO） / we+”, Osaka Takashimaya,  2024
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悲
観
的
な
状
況
を
打
破
す
る

―
―DESIG

N
ART TO

KYO

を
立
ち
上
げ
る

ま
で
の
来
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
学
生
の
頃
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー

ト
に
も
憧
れ
て
い
て
、
純
粋
な
衣
服
と
い
う
よ

り
も
オ
ブ
ジ
ェ
に
近
い
も
の
で
し
た
。
僕
が

学
生
だ
っ
た
二
〇
〇
〇
年
初
頭
は
『
ド
ロ
ー

グ
・
デ
ザ
イ
ン
』
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と

し
た
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
夢
中
に
な
り
ま
し

た
。
八
十
五
個
の
裸
電
球
で
つ
く
ら
れ
た
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
の
『85LAM

P C
H

AN
DELIER

』

が
代
表
作
で
す
。
ド
ロ
ー
グ
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
調
べ
て
い
く
中
で
、
後
の
就
職
先
で
あ
る

TO
RIC

O
 IN

TERN
ATIO

N
AL

を
見
つ
け
ま
し

た
。
そ
こ
が
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て

い
て
、
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

―
―
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
二
〇
一
六
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
、

競
技
場
と
エ
ン
ブ
レ
ム
を
巡
る
問
題
が
世
間
を

大
き
く
騒
が
せ
ま
し
た
。
加
え
て
、
あ
る
デ
ザ

イ
ン
系
の
イ
ベ
ン
ト
で
火
災
事
故
が
起
こ
る
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
業
界
全
体
に
悲
壮
感
が
漂
う
中
で
は
リ
ス

ク
も
あ
り
ま
す
し
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
を
誰
も
起
こ
す
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
を
打
破
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
二
〇
一
七
年
にDESIG

N
ART TO

KYO

を
五
人
の
発
起
人
と
共
に
開
始
し
ま
し
た
」

―
―“ DESIG

N
ART”

に
は
ど
の
よ
う
な
意
味

合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
る
際
に
、
日
本

だ
け
で
は
な
く
ミ
ラ
ノ
や
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、

N
Y

や
マ
イ
ア
ミ
な
ど
世
界
各
地
を
訪
れ
、
デ

ザ
イ
ン
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
を
リ
サ
ー
チ
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、『
デ
ザ
イ
ン
マ
イ
ア
ミ
』

と
呼
ば
れ
る
ア
メ
リ
カ
最
大
級
の
デ
ザ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
な
家
具
が
ア
ー
ト
ピ
ー
ス
の
よ
う
に
高

額
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
額
で
売
買
さ

れ
る
こ
と
が
価
値
の
全
て
で
は
な
い
で
す
が
、

デ
ザ
イ
ン
業
界
に
と
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
流
れ

を
生
み
出
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト
を
別
の
物
と
し

て
扱
う
の
で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
繋
が
り
を

持
ち
な
が
ら
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
て
い
く

場
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、DESIG

N

とART

を
融
合
し
た“DESIG

N
ART”

と
い
う

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

東
京
を
中
心
と
し
た
発
表
の
場
を
つ
く
る

―
―DESIG

N
ART TO

KYO

は
イ
ベ
ン
ト
会

場
を
回
り
な
が
ら
、
欲
し
い
ア
イ
テ
ム
を
購
入

で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
イ
ン
テ
リ
ア
も
生
活
の
中

に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
凝
っ
た
デ

ザ
イ
ン
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
ア
ー
ト
作
品
が
も
た

ら
し
て
く
れ
る
心
の
豊
か
さ
を
大
切
に
考
え
て

い
ま
す
。DESIG

N
ART TO

KYO

で
見
た
ア

イ
テ
ム
を
実
際
に
家
に
置
き
た
い
、
心
の
拠
り

所
に
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所

に
す
る
こ
と
が
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
も
お
客
様

に
も
有
益
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
若
手
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
発
掘
に
も
力
を

注
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

「
は
い
。
し
っ
か
り
と
し
た
発
表
の
場
が
あ
る

こ
と
で
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
質
が
向
上
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
や
デ
ザ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
意
義
は
、
個
々
の
可
能
性
を
狭

め
ず
に
才
能
を
発
掘
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
で
」

―
―
海
外
へ
の
発
信
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
そ
う
で
す
ね
。
世
界
に
台
頭
す
る
東
京
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
若
手
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
高
額
な
資

金
を
投
じ
て
国
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
よ

り
も
効
果
的
に
東
京
で
発
表
の
場
を
持
て
ま
す
」

―
―
最
後
に
、DESIG

N
ART TO

KYO

を
ど

の
よ
う
な
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

を
加
速
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

1%
 for Art

の
制
度
を
発
足
す
る
後
押
し
を
し

た
り
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
つ
な
ぎ
手
を
増
や

し
た
り
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
企
業
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
た
り
、
万
博
を
迎

え
る
大
阪
で
も
本
当
に
気
に
入
っ
た
も
の
を
所

有
す
る
喜
び
を
根
付
か
せ
る
な
ど
環
境
を
整
え

る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

DESIGNART TOKYO 2024

インテリアデザインからファッション、アートなど表
現の垣根を設けず自由な発想を国内外から募集し、発
表できる場であるデザイン&アートフェスティバル
「DESIGNART TOKYO」が10/18～10/27までの10日間
に渡り開催される。会場エリアは表参道、外苑前、原宿、
渋谷、六本木、広尾、銀座、東京駅周辺と大規模な展開
に。オフィシャルエキシビションとして、「Reframing」
展がワールド北青山ビルで開催予定

［左］池部ヒロト 養蚕文化に着目し、絹の廃棄物から新たな衣服を生み出す「COCOON ANATOMY-繭を解く-」を公開する［中央］AAAQ“Answer（答え）”を作って新しい“Question（問い）”を生み出す哲学のもと活動をする
AAAQは、目には見えない応力を可視化する“光弾性”という現象を利用した作品「Visible Stress」を発表［右］神事にも用いられる稲藁を使ったアート作品を展示。自然と調和することで得られる心の豊かさを探る

UNDER 30 Recommend CREATOR

青
木
昭
夫　
一
九
七
八
年
生
ま
れ
。
株
式
会
社
ミ
ル
デ
ザ
イ

ン
代
表
取
締
役
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
イ
ン
テ
リ
ア
を
中
心
に
様
々
な
商
品
の
開
発
企
画
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
る
。
二
〇
一
七
年
にDESIG

N
ART 

TO
KYO

を
立
ち
上
げ
る

2017年より都内各所にて毎年開催されているDESIGNART TOKYO。
「デザインとアートの境界をなくし、様々なクリエイティブを
発表する場を作りたかった」と語る発起人の青木昭夫に話を訊く

青木昭夫
デザインとアートの境界を壊す

DESIGNART TOKYO 2024
Reframing ～転換のはじまり～

T E X T :  K AWA K A M I  H I S A KO

097 096

9 8 9 9O s a k a  A r t  &  D e s i g n  ×  D E S I G N A R T  T O K Y O O s a k a  A r t  &  D e s i g n  ×  D E S I G N A R T  T O K Y O

ような色の変化を生み出したり、ウッド

ショックを受けて小径木でも有効活用

できるデザインを発表しています。

極東の島国である日本は「ガラパゴス」と

揶揄されることもありますが、島国ゆえ

に育まれた独自の文化があり、独特の進

化を続けています。それがこの均一化し

た世界の中で近年異彩を放っており、実

際にここ5年くらいの「サローネ・サテリ

テ」で僕が一番良いと思ったのは日本人

によるものでした。僕が日本人だから贔

屓目に見ているわけではなく、スウェー

デンの3人組のトップデザイナー「クラー

ソン・コイビストルーネ」も、サロン・サ

テリテでは「本当に日本人が一番いい」

と言っていました。アーティストの力を引

き出す舞台装置としての「DESIGNART 

TOKYO」のようなデザインイベントの存

在も相まって、若手のデザインスキルも

非常に上がってきています。僕は日本の

が粗悪な商品があふれてしまった状況に対して、ウィリアム・モリスが

「中世の手仕事に帰り、生活と芸術を統一する」ことを主張した運動で

す。その影響を受けた柳宗悦は日用品の中に「用の美」を見出そうと

する「民藝運動」を起こしました。こうした運動は新しい美しさの概念

を作り、その価値を引き上げました。僕たちはその現代版を目指してい

るのです。ですから「DESIGNART TOKYO」では、ストレスの多い現

代の生活の中で、自分の心に癒しや高揚感、活力を与えてくれるもの、

そんな自分が本当に愛でることのできるものを自分の身近に置く暮ら

しを提案しています。そんな一品を購入できる場として「DESIGNART 

TOKYO」を機能させるために、出展者にはなるべく値段を付けるよう

にお願いしています。面白いものが買える場所と認識され多くの人々

が来場すれば、プロダクトの売り上げのみならず、周辺施設利用によ

る経済効果も生まれます。

日本には、付和雷同的に「周りの人が良いというものが良い」と流さ

れたり、同調圧力で言いたいことが言いづらい空気があるとは思い

ます。しかし、これからは自分が良いと思うものを、もっと胸を張って

良いと言っていってもいいと僕は思います。そうした感性を養う上で、

アートはうってつけの教材なのです。デザインの場合は最適解を求め

るところがありますが、アートの場合、人それぞれに制限なく多様な解

釈をすることが許されるからです。また、そうしたアート的思考を経る

ことで生まれたデザインが、さらに僕たちの生活を豊かにしてくれると

いう相互作用も生まれます。デザインとアート両方の良さを味わえると

ころにも「DESIGNART TOKYO」 の魅力はあると思います。

―今年度のテーマを「Reframing~転換のはじまり～」に決めた理由

をお聞かせください。

青木：日本では過去十数年にわたり、深澤直人さん、吉岡徳仁さん、

nendoさんなどのミニマルなプロダクトデザインが人気を得て、世界

的にも評価されていました。しかし、彼らの二番煎じ三番煎じのような

人たちが、安易にそれを模倣してきたことでデザインのコモディティ化

（均一化）を招き、いつしか日本のデザインは海外から 「Too quiet（お

となしすぎる。無難すぎる）」と揶揄されるようになりました。日本は島

国ということもあってか狭い範囲内で感化され合う傾向があるため、

「もう少し外に向けて広い目線でやればいいのに」と思わされることも

多々ありました。しかし、実はこうしたデザインのコモディティ化は近

年世界中で起きています。世界中で情報のコモディティ化が起きた影

響もありますし、デザインも時代とともに洗練度を高めていき、無駄を

省いた効率的なデザインへと収斂されていったことで、結果的にどの

プロダクトも似通ってきてしまったのです。特に近年は、島国として孤

立した日本よりも、国家間の距離が近くお互いに感化されやすいヨー

ロッパの方がむしろコモディティ化が進んでいるといえます。

昨今、「サステナビリティが重要だ」と叫ばれている割には、市場には

一定のデザイン性を備えた安価なプロダクトが常に提供され、消費者

はそうしたそつのない量産品を、ネットを通して手軽に購入できます。

現在のこうした状況は、デザイナーやアーティストたちに「どのように

モノづくりに向き合うべきなのか」という根本的な問題を提起してい

ます。僕はこんなときだからこそ、一度ゼロベースに立ち戻ってみるこ

とが重要だと思います。自らに対する固定概念を壊し、自らの確固た

るアイデンティティを改めて確立すること、そして一生のパートナーと

して愛でもらえるものを作る力を付けることが、全てのクリエイターに

とって重要なのではないでしょうか。「改めて自分を見つめ直し、新たな

概念を作っていこう」という自戒も込めて、今回のテーマ「Reframing -

転換の始まり-」を打ち出しました。

―「DESIGNART TOKYO 2024」の見どころを教えてください。

青木：キービジュアルを担当してくれた小川真輝さんは、ライフワー

クとして実験的な撮影の研究をされているのですが、物を回転させて

撮ることで普段とは異なる形に昇華させている彼の写真作品をたま

たま拝見し、今回はこれだと思いました。CG加工のように見えます

が、実際はシャッタースピードをコントロールしているだけです。アート

的な表現とユニークな世界観を持った4種類のデザインが完成しま

した。また今回は、アート、デザイン、クラフト、テクノロジーの4領域の

トップランナーをキュレーターに招き、「リフレーミング展」と

いうイベントテーマに合わせた展覧会を行います。「これを見

たら転換せざるを得ない」と思えるようなジャンル横断的な

展覧会にしていくつもりです。その他、東京ミッドタウンさん

と一緒に、ミラノにある「 Bar Basso」 の東京版をやりたいと

考えています。Bar Basso はミラノデザインウィーク中には

1000人規模で人が集まる交流の場となり、そこでは非常に自

然な形で商品開発や販路につながる有機的な出会いが展開

されます。東京版では、参加者をつなぐコネクターの役割を担

う人に参加してもらうことによって、産業活性化につながるよ

うなクリエイティブな出会いの場を創出できればと思ってい

ます。また、プロダクト業界からは「アートっぽいものが多い」

と言われがちな「DESIGNART TOKYO」ですがプロダクト

デザインも大切にしているので、Takramの新作発表には注

目してほしいです。「Under 30」では今年も面白い若手クリエ

イターが登場します。例えば竹下早紀さんは、針葉樹の材木

を革製品用の塗料で染色し熱加工することによって、魔法の

展示風景：「W OSAKA」　W OSAKA　2024年
Installation View: “Rei KUDOU" W OSAKA  2024

―“Osaka Art & Design 2024” ended 

successfully even more than the first 

event held last year.

Aoki: My main impression of this year’s 

event was that the city of Osaka became 

one. Osaka has factions within the 

industry and divisions between “Kita” 

and “Minami” areas, and is often not 

united in doing something, but with 

the time limit of “Expo” (Expo 2025 

Osaka, Kansai, Japan), I think it created a morale that “we have to do 

our best here”. Department stores and railroad companies took the 

lead in placing advertisements in the streets and on train hangings, 

creating an atmosphere in the entire city that a wave of design and 

art is coming. It is said that “outsiders, young people, and idiots” are 

the keys to regional revitalization, plus you have to do something that 

will be laughed at to create breakthroughs and excitement. I feel very 

honored that we, as outsiders, not overly serious and of a relatively 

young generation, were able to be involved in overcoming the situation 

in Osaka. We are planning to coordinate with various organizations 

for next year's “Osaka Art & Design 2025” considering the Expo, but I 

think that the various art and design events in the Kansai region should 

also work together more closely. In terms of media, there are not 

many media that comprehensively disseminate information on events 

held in Kansai, so I think it will be important to strengthen information 

dissemination in order to increase accessibility (ease of use) for 

foreign visitors.

―What was your motivation for starting “DESIGNART” in the 

first place?

Aoki: Let me explain by reviewing the history of major design 

events in Japan. First, “Designers Saturday” (renamed “TOKYO 

DESIGNERS WEEK” in 1997 and “TOKYO DESIGN WEEK” 

in 2015) began in 1986 as the Japanese version of the 

Italian trade fair “Salone del Mobile.Milano.” Then in 1998, 

“HAPPENING,” a pioneering independent design event, was 

launched. Meanwhile, “TOKYO DESIGNERS BLOCK” was 

launched in 1999, led by financially strong companies such 

as IDEE and E&Y, which actively made bold presentations and 

production of works, but came to an end in 2004. In response, 

Inteview with Akio AOKI 

展示風景：「SHIRO KURAMATA」　阪急うめだ本店　2024年
Installation View: “SHIRO KURAMATA”, Hankyu Department Store Osaka Umeda Main Store,  2024

秋のデザインイベント、今年のおすすめは？
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サステナブルな素材や加工技術をはじめ、体を○焦がす炎とはこうい○うことか。そう呟い◇てワンは外を見る。
○空には照りつける太○陽が一つ、こう、と○光っていた。しかし○、その物体の外郭は◎、既に自分には球に○見えなくなりつつあ○る。
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maruni tokyo
マルニ東京

展示会では、新製品の発表だけでなく既存の製品も多
彩なアレンジを施されて展開予定。繊細な柄で知られる
リバティファブリックをまとった家具は一見の価値あり。

10月18日～11月4日、「マニュファクチュール」
展を開催。1966年より展開している家具シリー
ズ「トラディショナル」にサステナブルな視点を
取り入れた新製品が登場するほか、リバティの
ファブリックとコラボし、新たな世界観を表現。

創業100年を目前に
マルニ木工のものづくりを見直す

37
Tokyo Midtown DESIGN TOUCH 2024
東京ミッドタウン デザインタッチ 2024

建築家のクマタイチによる木の地形のインスタレーショ
ン「リレキの丘」。表面にシールを貼ることで彩りを帯
び、来場の履歴を残すことができる（土・日、祝日限定）。

“デザインを五感で楽しむ”をコンセプトに、毎年
秋に開催されるデザインタッチ。多彩なインスタ
レーション作品を通じて、持続可能な未来社会
に向けて今現在の変化と人の心を「つむぐデザ
イン」の力を体感しよう。会期は11月4日まで。

大人も子ども楽しめる！
秋恒例の大型デザインイベント

25
Ritzwell OMOTESANDO SHOP & 

写真はミラノサローネでの製作実演の風景。展示会期
間中は、工房の職人がアトリエに常駐し、手縫いのデモ
ンストレーションを行う。会期は10月18日～27日まで。

2つの新製品と共に、大量生産では表現できな
い現代における“手しごと”の魅力を届ける「リッ
ツウェル 家具と手しごと展」。日常からしばし離
れて職人の手技を間近で鑑賞することで、家具
に込められた「モノ作りの原風景」が感じられる。

手仕事でしか表現できない
ディテールの美しさを間近で体感

07
DESIGNART TOKYO 2024
デザイナート トーキョー2024

イッセイ ミヤケ ギンザ / 442では、棒状の素材による
革新的な立体造形技術を擁するブランド、130（ワンサ
ーティ）が手がけた初の家具コレクションを展示。

日本最大級のデザイン＆アートの祭典が今年も
開催。2024年のテーマ「Reframing～転換のは
じまり～」の下、世界中から新しいクリエイション
が東京に集結する。会期は10月18日～27日ま
で。この期間しか見られない展示は要チェック。

新たな視点から生まれた
ジャンルレスな作品群を展示

15
Louis Poulsen Tokyo Store
ルイスポールセン 東京ストア

この秋、主力製品の「PH５」「PHアーティチョーク」「AJミニ」「PHスノーボール」「パンテラ
160ポータブル」のアニバーサリーエディションの全ラインナップがついに出そろった。

ルイスポールセンのアイコン照明を再解釈したアニバーサリー エディションは、
ペール・ローズ色をシェードの内側に、細部に真鍮を効かせた優美なデザイン。
加えて、ブランド生誕150周年記念書籍「First House of Light」の販売も行う。

生誕150周年を祝して、東京ストア限定モデルが登場

56
ARFLEX TOKYO
アルフレックス東京

10月17日～29日は空間を格上げする「アート」に、10月31日～11月12日は
空間に安らぎを与えてくれる「グリーン」にフィーチャーした展示が行われる。

アルフレックス東京では、アートやグリーン、照明など、空間を彩る
インテリアアイテムを特別展示するほか、ゲストを招いてのトークイ
ベントも展開する「Interior Element Week」を開催。店内の展示
を巡って、心を豊かに導いてくれる暮らしのヒントを見つけよう。

アルフレックスが提案する
心地よいプライベート空間の作り方
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essential to go back and think about this from scratch in this current 

situation. Also, I think it is important for all creators to break down 

stereotypes of themselves, reestablish their own strong identity, and 

develop the ability to create something that will be loved as a lifelong 

partner. We have come up with the theme “Reframing– the Beginning 

of a Shift” also as a reminder to ourselves to “reflect on ourselves 

again and create a new concept.”

―What are some of the highlights of “DESIGNART TOKYO 

2024”?

Aoki: Masaki Ogawa, who was in charge of the key visual, has 

been researching experimental photography as his lifework. 

He sublimates objects into unusual forms by spinning and 

photographing them. When I happened to see his photography, 

it clicked with me. It looks like Computer Graphics, but it is 

actually just controlling the shutter speed. We ended up with 

4 different designs with artistic expression and a 

uniqueness. We will also feature 4 people, who 

are at the forefront of the 4 areas, art, design, 

crafts, and technology, as curators and will be 

holding “Reframing Exhibition” in accordance 

with this year’s event theme. We intend to make 

this a cross-genre exhibition that will make 

people think, “I have no choice but to reframe.” 

In addition, together with Tokyo Midtown, we are 

planning to open a Tokyo version of “Bar Basso” 

in Milan, where about 1,000 people gather and 

interact during Milan Design Week, and organic 

encounters that lead to product development 

and sales channels occur in a very natural 

way. For the Tokyo version, we hope to create 

a place for creative encounters that will lead to 

industrial revitalization by inviting people who will 

take on the “connector” role and connect the 

participants. Although “DESIGNART TOKYO” is 

often described by the product industry as “art-

like,” we also value product design and Takram's 

new presentation is noteworthy. For this year’s 

“Under 30”, there will be interesting young 

creators featured. For example, Saki Takeshita 

has presented designs such as creating magical 

color changes by dyeing softwood lumber with 

paint for leather products and heat processing it, 

or making effective use of even small-diameter 

wood in response to the lumber crisis.

As an island nation in the far east, Japan is sometimes derided 

as “Galapagos,” where things are highly specialized and 

unique but are not widely recognized or accepted overseas, 

but because of this, Japan continues to evolve in a distinctive 

way. In fact, the best exhibits at the “Salone Satellite” over the 

past 5 years or so have been those by Japanese exhibitors. I 

am not playing favorites because I am Japanese, but “Claesson 

Koivisto Rune,” one of Sweden's leading designers trio, also 

said that “Japanese really are the best at Salon Satellite.” 

Combined with the existence of design events such as 

“DESIGNART TOKYO” as a stage setting to draw out the 

power of artists, the design skills of young designers are also 

improving a lot. I believe that Japan's craftsmanship has a great 

opportunity now in many ways.

DESIGNART TOKYO

会期： 2024年10月18日(金)～10月27日(日)　　　
会場：表参道 / 外苑前 / 原宿 / 渋谷 / 六本木 / 広尾 / 銀座 / 東京
※最新情報は公式サイトをご覧ください。https://designart.jp/designarttokyo2024/

Date: Oct. 18(Fri.), 2024-Oct. 27(Sun.), 2024
Venue: Omotesando , Gaienmae, Harajuku, Shibuya ,  Roppongi, Hiroo , Ginza, Tokyo

*Check the official website for latest Information.　https://designart.jp/designarttokyo2024/?lang=en

「DESIGNART　TOKYO 2024」公式ビジュアル
 Official visual of “DESIGNART　TOKYO 2024” 
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